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三陸地方の津波の歴史 その４ 高田松原 

 

１．名勝 高田松原 

 高田松原は寛文 8 年（1668）～延宝元年（1673）の間に完成されたが、寛文 7 年～10

年の間に海浜における田地風除松林の手入れについての盛岡藩の令達があり、気仙町の松

原は、享保 10 年（1725）に植栽され「天保年間（1830～1843）の凶年に際し、海岸筋は

須賀松立のため、田畑指障り等の事もあり、その伐採を戒め、同時に諭示を与えたり」と

あるをみても、この地方における海岸防汐林の歴史は相当古いものとみとめることが出来

る。（林野庁治山課：チリ地震津波災害調査報告（未定稿）、１９６１）。 

古くは気仙川の砂が広田湾に堆積した草の生える何も無い砂浜であった。1667 年（寛文

7 年）高田の豪商、菅野杢之助（かんのもくのすけ）がクロマツを植栽し、仙台藩と高田住

民の協力を得て 6、200 本の黒松を植林。その後、松坂新右エ門によって享保年間（1716-1736

年）にさらに増林。クロマツとアカマツ合計 7 万本もの松林は、長らく岩手県を代表する

景勝の一つであった。（ウキペディアによる）。 

陸前高田観光物産協会（http://www.3riku.jp/kanko/docs/attractions/coast.html）による

と、 

『 

陸前高田の海 

1. 高田松原 

 

日本百景にも数えられる、白砂青松の弓型海水浴場。 この「白砂青松」の地に年間約 40 万人も

の人々が憩いを求めてやって来ます。 

盛岡中学時代の石川啄木が激賞し、また俳壇の巨星高浜虚子も日本百景の審査員として訪れた

http://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E6%B0%97%E4%BB%99%E5%B7%9D&action=edit&redlink=1
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AF%E3%83%AD%E3%83%9E%E3%83%84
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%82%AB%E3%83%9E%E3%83%84
http://www.3riku.jp/kanko/docs/attractions/coast.html
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際に句を詠んでおり、それぞれ 歌碑、句碑 が置かれています。 

(道の駅より徒歩で 5 分) 

■高田松原の指定の状況  

名称 指定年月日 主催・共通 

日本百景 S2.8.1 大阪毎日、東京日日新聞社、鉄道大臣 

東北 10 景 S5.8.30 河北新聞社、仙台鉄道局長 

名勝 高田松原 S15.11.13 国（文部省）指定文化財 

新日本百景 S33.1.1 週間読売 

陸中海岸国立公園 S39.6.1 環境庁 

東北観光地 60 景 S57.8.2 東北郵政局 

日本の名松 100 選 S58.5.18 日本の松の緑を守る会 

森林浴の森 100 選 S61.4.19 緑の文明学会、緑の文明総合研究所 

ポエティックいわて 110 S61.10.1 岩手日報社 

白砂青松 100 選 S62.1.10 日本の松の緑を守る会 

日本の都市公園 100 選 H 元.7.28 緑の文明学会、(社）日本公園緑地協会 

日本の渚 100 選 H8.7.10 大日本水産会 

海と緑の健康地域 H8.7.19 厚生省、建設省 

日本の歴史公園 100 選 H18.10.27 都市公園法施行 50 周年等記念事業実行委員会 

』  

 このように景色のよさと、海水浴とが人を引きつけてきたが、外来者を含めての避難訓

練にも熱心な所であった。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.3riku.jp/kanko/docs/attractions/monuments.html
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２．明治津波での避難挿話 

 

明治津波の時、高田松原に住みつき布袋とあだ名された無宿の徒が命拾いをした話があ

る。「前日退潮甚だしく波死し風なく海面常時に異なれりかって退潮甚だしきときは必ず海

嘯襲来の兆ありとの事を耳にし居りしかば直ちに樹間に櫓を造り妻子と共に之に上るや忽

然割るるが如きの轟音ありて果たして海嘯至りしもついに櫓に及ばず斯くは無事なるを得

たりごと彼もまた智者なり」。 

 明治津波の襲来は、1896 年 6 月 15 日の午後 7 時半過ぎであった。先立つ引潮で行動し

た例である。 

 

３．昭和津波での防潮林効果 

 昭和津波の浸水域は地震研彙

報によれば図１の通りであった。 

 襲来時の高田松原にまつわる

いくつかの挿話が記録されてい

る。 

「奇蹟と云ふもの  災害線を

行く・・・             図 1 高田松原の浸水域（地震研彙報） 
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図 2 防潮林の効果実例 （首藤作成 ppt） 

 

気仙郡高田松原で小学校先生が寝てゐると例のドシン！だ。何だか重たいものでミシミシ

と部屋の壁に押しつけられる。水はどうどうと流れる。壁が破けて外へ出た何か知らキッ

チリ抱きついてると水が引いて行った。教員は二丈もある松の木のテッペンに捕まって居

たので降りる時大変難儀したさうだ。」（岩手日報、昭和 8 年 3 月 15 日）。 

「十一 高田町  高田松原中なる浩養館(塩湯)に於て家族三名死亡、津波襲来と共に三名は

波にのまれ即時死亡せらるらし、悲鳴も聞かざれしと、当時止宿人は須知鉄雄氏(盛農学校

卒業生)鈴木米平氏の二氏なりき 須知鉄雄氏 当時を語る、左の如し、 

地震後高田巡査派出所より異常なきかとの電話あり、その時は何等異常無かりき その後

今迄聞え居たりし波の音はすっと聞えずなりぬ、此は不思議気味悪き晩と思ふ内黒屏風を

立てたる如き大波(上は白く光れり)押寄せ来れり、立って入口の戸を開ける時は大波は階段

を猛然たる勢を以って上り来り之が為入口の戸ははづれ此の戸によりて壁際に押し付けら

れ家は傾き次第次第に押付けられ進退ここに谷まれり、その内に第二の波来り壁破れ外に

逃げ屋根に飛び出づるを得たり、かくする内に次第に後方に流されたり、ややありて松は

屋根の木に近づきければ此は得たりと松の幹を伝り上り樹上に居ること約四十分位かくし

て助かるを得たりと． 

県是製糸高田工場慰安所に宿泊中の夫妻も亦松の木に登り幸に助かれり、市街地は被害

なし、日本百景の一なる高田松原によりて今回の災害より免がるを得たり、各罹災地より
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羨望の眼を以て見らるる所なり」(気仙郡海嘯誌)。 

 この記事に見られる松原内の 2 軒の保養所の被害程度に差が生じた。1 軒は、見晴らしを

良くするため、海側の松を伐採しており、津波の直撃を受けて全壊したと判断された。     

 他の一つは、家はやや傾いたにも関わらず、生き残った。こうした例が当時多く集めら

れて三陸沿岸に防潮林が広範囲に作られる事となった。高田松原以外のほとんどが、昭和 8

年以後に作られたものである。 

 しかし、防潮林の効果

には限界がある。日本で

の実績から得られた結果

を右に示す。 

ごく単純に云うと、日

本沿岸に多いアカマツ、

クロマツの防潮林では、

浸水深が 3m を超えると

効果を期待することはで

きない。浸水深５ｍを超

えた津波では、樹木は折

損し、切り取られた樹木

が津波で運ばれて衝突力

の原因ともなりうる。 

               図３ 防潮林の効果（首藤作成 ppt） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図４ 防潮林の被害 （首藤作成 ppt） 
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 なお、避難時の立ち戻りに関して、次のような記事があり、当時の世相を色濃く反映し

ていると云えよう。 

「（高田町にて佐々木特派員）気仙郡広田村は被害少なからず倒潰戸数百五十戸を越え之等

は全部木端微塵に打ちひしがれ死者四十六名を出した命からがら広田村から高田町に避難

して来た宮古町鍬が崎魚商本田政之助氏は其の夜の惨状を語る 

 私は橋本旅館の二階に泊ってゐたが昨夜二時半頃凄い地震に驚いて起きた然し地震が鎮

まってから又床についた所三十分も経つか経たない所に津波だと云ふので飛出して助かっ

た惨死した人々の中には随分金をとりに帰って金を抱いた儘しんだものが多かったと云ふ

銀行の破綻から金を家に置いたのでこれ等の災難を招いたのだとも云はれてゐる。」（岩手

日報、昭和 8 年 3 月 4 日）。 

 このころ、1929 年 10 月に始まった金融危機の影響が収まっていなかったようである。 

岩手日報昭和 8 年 3 月 3 日 2 面には「米国銀行動揺拡大 休業銀行相次ぐ」の文字が躍り、

岩手日報昭和 8 年 3 月 4 日 4 面には「・・・而も岩手県は凶作につぐに凶作を以てし、そ

れに一昨年より銀行破綻に遭遇して而も休銀の整理案が一も出来上って居らないのである。

全国最悪の岩手県である処に又この大災厄である。岩手県は全く息の根を留められたと云

ってもいゝのである。」との記事がある。 

 

４．チリ津波での効果と被害 

 1960 年 5 月 31 日の岩手日報は、特集“ 被災地その後(1)”で次のように書いている。 

『景勝の名も消える 

7 万本を数える高田松原の松が防

波堤の役目を果たし水田に被害はあ

ったが、高田町の中心商店街は救わ

れた。今から約 300 年前、高田の菅

野杢之助翁が海岸耕地の風と波を防

ごうとして植え付けた松原だが、市

民はいまさらの様に先人の遺徳に感

謝している。 

しかし景勝高田松原も、こんどの

津波で景勝の 2 字を損じた、白い砂

浜には流木が打ち上げられ、松立木

のうち 9 割迄が海水の洗礼を受け、

浜辺に近い幼令林も合わせて 3 千本

がむごたらしく倒れている。    図 5 チリ（斜線部）と昭和（実線）の津波浸水域                  

昭和 8 年の三陸大津波にも全部が     （岩手県：チリ地震津波災害復興誌） 

冠水、約 3 割が枯死したというが、こんどもその率からすれば、約 2 万本が遠からず枯死
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することになり、3 年前の松喰い虫の被害に次いでの津波の追い打ちだ。 

海岸側の松は波に根元を洗われており、根元に土をつめて倒木による枯死を最小限に防

ぐか、補植しなければ景勝高田松原の名の消える日も遠くない。天然記念物の冠称を返上

しよう。松が枯れれば市の財源が出来る。と自暴自棄な言葉を吐く市議も出る始末だ。』 

 

 図６ チリ津波で切断された高田松原（首藤作成 ppt） 

 

松原に関する話として、 

「 それから、蒲生さんという人ですが、あの人も、わざわざ津波を見に行って、松の木

に登ったところを波に襲われ、倒されて、亡くなった人なんですね。結婚して間もなくて、

子供が生まれたばかりで、まだ若い年頃でしたので、非常にお気の毒でした。」（気仙医師

会史）のような事が伝えられている。 

 また、6 月 4 日(東海)の特集記事： 災害現地を見る(2) 陸前高田市高田町では、 

『「波がはやせばカモメガ唄う……」と知られている高田町は太平洋の真向にあって、そ

の海岸一帯には、大小 10 万本を超える松が密集し、今度の津波にはこれが防波堤の役割を

果したのだ。このため海岸から約 5 キロ離れた中心商店街は助かったが、反面同市のドル

箱であった景勝の松、約 2、000 本が根こそぎ倒され、むざんな状態となったほか、冠水し
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て枯死を待つのが 5、000 本は下らないだろうとみられ、この松原の施設や松の損害だけで

も、ざっと 300 万円にのぼっている。 

この海岸に近いところは、満潮時には海面とすれすれと云う低地だ。このため今度の津

波でも、延長 2 キロにわたって高さ 4～3m の水が押し寄せ、松原地帯にあった観光商店の

売店や、避暑の別荘、それに長砂部落などを含め、全壊、流失 50 戸、240 世帯を全滅した。

又この一帯の水田 200 ヘクタールが冠水、埋没したが、これには、海と古川沼の間にあっ

た防波堤が、約 200m にわたって欠壊したためで、いまだに日に 2 回の満潮時には 30cm か

ら 50cm の海水が乗って当時の様相をまざまざと思起いさせる。 

ここの犠牲者は、3 人そろって老人だった。この人達の冥福をるとともに「2 度と惨事を

……」と云う被災者や、遺族たちの願いには痛切なものが秘められている。いまもなお欠

壊したところから、入ってくる潮の合間をみては、泥田と化した、中から流れ埋った家財

や流木を苗運び用の板船に積んでかたずける姿は一まつの悲しみがからみついていた。 

この水田のほとんどが田植不能となった。ある老夫婦は「おらたちにとっては観光にく

るお客様より。この田の方が大切だ」と、減収を覚悟しながら、これから先食って行かね

ばならぬ「米」のことでひたすら頭がいっぱい。観光高田よりも、明日からの生活の心配

をする。老人の目は赤くうるんでいた。 

こうした事から災害対策本部では、ぜひ下旬までには全部の田植を行なわせようと計画

を練り、この苗の確保に上閉伊郡東磐井郡などや、近接農家に手配はしているものの、は

たして作付くかどうかが疑問。このため除塩作業をする上に必要となっているのは、欠壊

した堤防の応急修理だ。これには陸上自衛隊 1 千人の出動と共に、この潮止め工事に必要

な 14 万俵近い空俵と、1 万 8 千立米の石の確保に躍起となっている。 

復旧後の堤防施設は、美観をそこねても、松原の前面に設置するか、あるいは松林と古

川沼の間に設けるかどうかというのが、これからの津波被害を最小限にとどめる課題とな

っている。 

これ迄の観光、工業両都市の早期実現を図ろうとしていた市も、これからは「災害復興」

ただひたすらの対策に頭を痛めていかなければならない。伊藤市長は「とにかく復興に全

力を注ぐ、その後の問題として、とり上げることは都市計画の促進だ」と語っているが市

のドル箱だった松原地内一帯の、ぼう大な被害は、相当強いショックだったに違いない。 

その後町の被災者たちは、親戚、知人と身を寄せているものの、一日も早くバラックで

も、我が家が欲しいと訴えている。しかしこうした中にはいまもまだ避難所で住む家より

も食う方が先きだと、老弱子を残して、悪臭に満ちた泥田をかき回しては、水田の復旧に

悲哀と幻滅の中から、最後の力をふりしぼって立上っている人もある。当時アメの様に曲

折した、国鉄大船渡線も、大船渡市寄りに日一日と復旧えのツチ音も高々に回復しつつあ

る。そしてすでに陸前高田駅からは、市民待望の準急ディーゼルカーが快音をひびかせて

運転を開始した。こうした復興の息吹きの中からの声、それは零細農漁民の無言の抵抗で

ある。かってのシーズン中に 30万近くも観光客を招いた、景勝高田松原……ドルを稼いだ、
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松原海岸の白い砂丘には、打ちひしがれた松が倒れ、波にもて遊ばれた無数の家財、そし

て又おびただしい流木が打上げられておりきょうもまた、ヒタヒタと寄せては返す波の音

だけ……やがて近ずく観光シーズンまでに、はたしてどの程度の復興が見られるだろう

か。」 

 海岸地帯の復興について、

岩手県チリ地震津波災害復

興誌より引用する。 

『高田海岸チリ地震津波対  

策事業について 

1.事業実施の概要 

昭和 35 年 5 月 24 日早朝、

南米チリの大地震に伴う津

波がはるばる太平洋を横断

して日本の沿岸に来襲した

が、なかでも三陸南沿岸地域

が激甚な被害を受けた、陸前

高田市も死者 8 名、家屋全壊

63 戸、流失 86 戸、半壊 129

戸、その他公共土木施設、鉄

道、耕地、船舶等が被災した。  

概略の地形は広田湾の湾

奥部に白砂青松の名勝で有

名な高田松原があり、西に二

級河川気仙川が流入し東は

浜出川以東は漁港区域に隣

接している。北部に耕地、鉄

道をはさんで市街中心部があり、  写真１ 防潮堤完成後 （岩手県） 

気仙川の左岸に気仙町の市街地がある。津波は最初気仙川を遡上し、ついで防潮林の少な

い部分から砂丘背後の占川沼、浜田川等に侵入したが、湛水時間が長く引潮によって松原

中央部に最深部 5m 幅約 240m の欠壊流入海溝を生じた。このため常時潮の出入があり、

早急に締切る必要があったので、応急工事により締切を 27 日短期間に完了し、海水の浸入

を遮断した。これとともに昼夜兼行で測量調査および設計を完了し、災害査定を受け事業

費の決定を見て本格的工事に着手することになった。 

(1)第一工区第一線堤(海岸堤)および防砂突堤  

当海岸は屈指の海水浴場で観光地でもあり、公園計画が立案されているので、風致を損

うことなく海水浴等にも差しつかえのないよう常時浸食されている前浜を防護し、汀線の
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維持をはかる目的で第一線堤が設計施行された。階段式護岸工法で実施したが、最も弱点

部と思われる欠壊個所には 5t テトラポットを投入し根固工とした。この結果、テトラポッ

トがほとんど埋まる程の砂が推積し、階段式護岸の波のエネルギーを逐次消失させる作用

と相まって、充分な所期の効果をあげているものと思われる。ただ河口に近い西側区域は

根固工として 200kg の捨石を投入したが、施工後冬期暴風浪等により相当量が散乱、移動

しているので、41 年度において 5.5t 六脚ブロックによる T 形防砂突堤を施工した。 

(2)第二線堤(防浪堤)  

第二線堤は津波に対して背後地域を守る目的で設計、施行されたが、計画高 T.P+5.50ｍ

はチリ津波高 TP+4.50m に 1.0m の余裕高をとったものである。この防浪堤の完成はチリ

地震津波程度のものから防護される効果として住家 800 戸、公共建物 30 戸、工場および倉

庫 40 棟、田 200ha、鉄道 1.8km、国道:4.0km 等があるが、住民の無形の安心感は近年だ

けでも明治 29 年昭和 8 年と相次いで被害の歴史があるだけに何ものにも換えることのでき

ない大きな効果といえるであろう。  』 

 

５．2011 年 3 月 11 日 

 直前の高田松原では、防災と環境との調和を図ろうと、第二線堤の裏法が緑で被覆され

て居た。それが雤ではがれて問題となった事もある。 

 

  写真２ 在りし日の、

景観・防災を調和させたと云われた高田松原 

 

『１本残った「希望の松」 陸前高田市の高田松原 

2011.3.30 08:14 （産経[速報]ニュース）壊滅した高田松原で１本だけ、少し傾きながらも立っている松。後ろ

は津波で崩れた陸前高田ユースホステル＝平成２３年３月２８日午後４時半ごろ、陸前高田市 
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津波で壊滅的な被害を受けた岩手県陸前高田市では、日本

百景に選ばれた名勝「高田松原」も無残に削り取られた。

だが、約７万本の松林のうち１本だけは津波の猛威を耐え、

瓦礫の中で空に向かって立っている。 

 岩手県観光協会によると、高田松原は弓なりの砂浜に１

６６７（寛文７）年、地元の豪商が防潮林として約６千本

の松を植えた景勝地。毎年１５万人が訪れる東北有数の海

水浴場としても知られる。 

 残った松を見た同市の男性運転手（５７）は「あの津波

でよく残った。地元では、不屈の精神を感じて『希望の松』

と呼ぶ人もいる」と語った。 

 同市の自営業、照井義博さん（４７）は「小さいころから遊んだ松原をいつか元に戻し

たい」と話した。     』 

  

 

 写真３ 2011 津波の効果（Map Trot より） 

 

 この松は気仙川左岸河口付近のユースホステルの近くに残った。道の駅高田松原では、

その海側に隣接する野外劇場の観覧席を緊急避難場所として居たが、今回の津波に乗り越

えられたらしい。 

 これまで明治でも昭和でも人を助けた松原が、第二線堤内外の全てが壊滅したことから、

今回の津波の大きさが想像できる。 
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